
一
頁

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
六
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
及
び
相
談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
整
備
並
び
に
自
立
支
援

給
付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
三
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

前
文
中
「
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
「
法
第
八
十
八
条
第
一
項
」
を
「
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
」
に

、
「
法
第
八
十
九
条
第
一
項
」
を
「
同
法
第
八
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」
の
次
に

次
の
段
落
を
加
え
る
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
と
な
り
、
障
害
者
等
が
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
の
尊

厳
に
ふ
さ
わ
し
い
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
給
付

、
地
域
生
活
支
援
事
業
そ
の
他
の
支
援
が
総
合
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

前
文
中
「
法
の
施
行
及
び
整
備
法
に
よ
る
法
の
改
正
等
」
を
「
法
等
」
に
、
「
を
作
成
す
る
」
を
「
の
作
成
又
は
変

更
」
に
改
め
、
「
確
保
が
」
の
下
に
「
総
合
的
か
つ
」
を
加
え
る
。



二
頁

第
一
の
一
中
「
都
道
府
県
は
、
」
の
下
に
「
障
害
者
及
び
障
害
児
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
支
援

は
、
」
を
加
え
、
「
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
障
害
者
等
の
自
立
と
社
会
参
加
を
基
本
と
す
る
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
理
念
」
を
「
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
全
て
の
国
民
が
、
障
害

の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
全
て
の
障
害
者
及
び
障
害
児
が
可
能
な
限
り
そ
の
身
近
な
場
所
に
お
い
て
必
要
な
日
常
生
活
又
は
社
会
生

活
を
営
む
た
め
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
社
会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
及
び
ど
こ
で
誰
と
生
活
す

る
か
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
い
て
他
の
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ

と
並
び
に
障
害
者
及
び
障
害
児
に
と
っ
て
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お
け
る

事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
の
除
去
に
資
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
法
の
基
本
理
念
」
に
改
め
、
「

配
慮
し
て
、
」
の
下
に
「
総
合
的
な
」
を
加
え
、
同
一
の
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

市
町
村
を
基
本
と
し
た
身
近
な
実
施
主
体
と
障
害
種
別
に
よ
ら
な
い
一
元
的
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

等
障
害
者
等
が
地
域
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市
町
村
を
実
施
主
体
の
基
本
と
す

る
。
ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
障
害
者
等
の
範
囲
を
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
及
び
精
神

障
害
者
並
び
に
難
病
患
者
等
（
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
な
疾
病
で
あ
っ
て
、
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
十
号
）
第
一



三
頁

条
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
、
当
該
障
害
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な

制
限
を
受
け
る
程
度
で
あ
る
者
を
い
う
。
）
で
あ
っ
て
十
八
歳
以
上
の
者
並
び
に
障
害
児
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
、
都
道
府
県
の
適
切
な
支
援
等
を
通
じ
て
地
域
間
で
大
き
な
格
差
の
あ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

均
て
ん
を
図
る
。
ま
た
、
発
達
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
精
神
障
害
者
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
法
に

基
づ
く
給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
そ
の
旨
の
周
知
を
図
る
。
高
次
脳
機
能
障
害

者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

第
一
の
二
の
１
の
見
出
し
中
「
全
国
ど
こ
で
も
必
要
な
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
」
を
「
全
国
で
必
要
と
さ
れ
る
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
の
」
に
改
め
、
同
二
の
２
の
見
出
し
中
「
障
害
者
等
に
」
を
「
障
害
者
等
へ
の
」
に
、
「
を
保
障
」
を
「
の

保
障
」
に
改
め
、
同
二
の
３
の
見
出
し
中
「
を
図
り
、
」
を
「
及
び
」
に
、
「
を
推
進
」
を
「
の
推
進
」
に
改
め
、
同

二
の
４
の
見
出
し
中
「
を
推
進
」
を
「
の
推
進
」
に
改
め
、
第
一
の
三
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
障
害
者
等
及
び
そ
の

家
族
並
び
に
」
に
、
「
自
立
支
援
協
議
会
（
以
下
「
自
立
支
援
協
議
会
」
を
「
協
議
会
（
以
下
単
に
「
協
議
会
」
に
、

「
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
位
置
付
け
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
を
「
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
に
、
「
自
立
支
援
協
議
会
は
」
を
「
協
議
会
は
」
に
改
め
る
。

第
二
の
一
の
１
の

中
「
自
立
支
援
協
議
会
」
を
「
協
議
会
」
に
改
め
、
同
１
の

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(二)

(三)

総
合
的
な
取
組

(三)

障
害
福
祉
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活
支



四
頁

援
事
業
に
つ
い
て
医
療
、
教
育
、
雇
用
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
総
合
的
に
取
り
組
む
も
の
と
な
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
一
の
２
を
削
り
、
同
一
の
３
の

中
「
第
八
十
八
条
第
七
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
八
項
」
に
、
「
自
立
支

(一)

援
協
議
会
」
を
「
協
議
会
」
に
、
「
第
八
十
八
条
第
八
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
九
項
」
に
改
め
、
「
障
害
者
基
本
法

」
の
下
に
「
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
」
を
加
え
、
同
３
を
同
一
の
２
と
し
、
同
一
の
４
中
「
実
情
及
び

」
を
「
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情
を
正
確
に
把
握
し
つ
つ
」
に
改
め
、
同
４
を
同
一
の

３
と
し
、
同
一
の
５
を
同
一
の
４
と
し
、
同
一
の
６
中
「
な
お
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
障
害
福
祉
計

画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
旨
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
同
年
四
月
一
日
以
降
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
手
段
に
よ
り

で
き
る
限
り
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
を
削
り
、
同
６

を
同
一
の
５
と
し
、
同
一
の
７
を
同
一
の
６
と
し
、
同
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７

定
期
的
な
調
査
、
分
析
及
び
評
価

障
害
福
祉
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
事
項
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
福
祉
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
二
中
「
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
は
別
表
第
二
」
を
「
お
い
て
は
、
別
表
第
二
二
の
項
」
に
、
「
と

し
、
こ
の
う
ち
同
表
三
の
項
」
を
「
、
同
表
三
の
項
」
に
、
「
見
込
み
に
関
す
る
事
項
」
の
下
に
「
及
び
同
表
四
の
項



五
頁

に
掲
げ
る
事
項
」
を
加
え
、
「
方
策
に
関
す
る
事
項
及
び
同
表
四
の
項
」
を
「
方
策
に
関
す
る
事
項
及
び
同
表
五
の
項

」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
同
表
一
の
項
に
掲
げ
る
事
項
、
同
表
六
の
項
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
表
七
の
項
に
掲

げ
る
事
項
は
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
と
す
る
」
に
改
め
、
同
二
の
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
相
談
支
援
又
は
指
定
計
画
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提

供
体
制
の
確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

第
二
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
障
害
保
健
福
祉
の
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
教
育
、
雇
用
等
の
分
野

を
超
え
た
総
合
的
な
取
組
が
不
可
欠
で
あ
り
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
二
の
２
を
３
と
し
、
同
二
の
１
の

中
「
意
向
等
」
を
「
意
向
、
心
身
の
状
況
等
」
に
改
め
、
同
１
を
同
二

(一)

の
２
と
し
、
同
２
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事

項
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
第
二
に
即
し
て
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
数
値

目
標
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
更
に
推
進
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
障
害
福
祉
計
画
の
実
績
及
び
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。



六
頁

第
二
の
三
中
「
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
は
別
表
第
四
」
を
「
お
い
て
は
、
別
表
第
四
三
の
項
」
に
、
「
と

し
、
こ
の
う
ち
同
表
四
の
項
」
を
「
、
同
表
四
の
項
」
に
、
「
事
項
及
び
」
を
「
事
項
、
」
に
改
め
、
「
同
表
六
の
項

に
掲
げ
る
事
項
」
の
下
に
「
及
び
同
表
七
の
項
に
掲
げ
る
事
項
」
を
加
え
、
「
並
び
に
同
表
七
の
項
及
び
八
の
項
」
を

「
、
同
表
八
の
項
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
表
九
の
項
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
同
表
一
の
項
に
掲
げ
る
事
項
、

同
表
二
の
項
に
掲
げ
る
事
項
、
同
表
五
の
項
に
掲
げ
る
事
項
、
同
表
十
の
項
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
表
十
一
の
項
に
掲

げ
る
事
項
は
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
と
す
る
」
に
改
め
、
同
三
の
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

区
域
ご
と
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
地
域
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の

確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実

施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

第
二
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
障
害
保
健
福
祉
の
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
教
育
、
雇
用
等
の
分
野

を
超
え
た
総
合
的
な
取
組
が
不
可
欠
で
あ
り
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
三
の
４
を
同
三
の
５
と
し
、
同
三
の
３
中
「
こ
う
し
た
取
組
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
者
、
雇
用
、
教
育
、
医
療
等
の
関
連
す
る
分
野
の
関
係
者
等
を
含
め

た
自
立
支
援
協
議
会
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
関
係
者
の
連
携
の
下
、
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

」
を
削
り
、
同
３
の

中
「
の
施
行
」
を
「
に
よ
る
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十

(一)
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号
）
の
改
正
」
に
改
め
、
同
３
の

中
「
の
施
行
も
踏
ま
え
」
を
「
を
踏
ま
え
」
に
、
「
自
立
支
援
協
議
会
」
を
「
協

(三)

議
会
」
に
改
め
、
同
３
を
同
三
の
４
と
し
、
同
三
の
２
を
同
三
の
３
と
し
、
同
三
の
１
の

中
「
新
た
に
創
設
さ
れ
た

(一)

」
を
削
り
、
同
１
を
同
三
の
２
と
し
、
同
２
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事

項
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
第
二
に
即
し
て
目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
数
値

目
標
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
更
に
推
進
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
障
害
福
祉
計
画
の
実
績
及
び
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

第
二
の
四
の
１
中
「
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
度
中
に
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
を
削
り
、
同
四
の
４
中

「
二
の
１
の

」
を
「
二
の
２
の

」
に
改
め
、
同
四
の
５
中
「
望
ま
し
い
。
」
の
下
に
「
な
お
、
当
該
方
針
の
策
定

(一)

(一)

は
、
一
か
ら
三
ま
で
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
」
を
加
え
、
第
二
を
第
三
と
し
、
第
一
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

第
二

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保

に
係
る
目
標

障
害
者
等
の
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
、
地
域
生
活
移
行
や
就
労
支
援
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
障
害
福

祉
計
画
に
お
い
て
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
量
を
見
込
む
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
平
成
二
十
六
年
度
を
目
標
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年
度
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

一

福
祉
施
設
の
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

地
域
生
活
へ
の
移
行
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
時
点
に
お
い
て
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
障
害
者
（
以
下
「
施
設
入
所
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
今
後
、
自
立
訓
練
事
業
等
を
利
用
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
一
般
住
宅
等
に
移
行
す
る
者
の
数
を
見
込
み
、
そ
の
上
で
、
平
成
二
十
六
年
度
末
に
お
け

る
地
域
生
活
に
移
行
す
る
者
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
。
当
該
数
値
目
標
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
十
七
年

十
月
一
日
時
点
の
施
設
入
所
者
数
の
三
割
以
上
が
地
域
生
活
へ
移
行
す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
平
成
二
十
六
年
度
末
の
施
設
入
所
者
数
を
平
成
十
七
年
十
月
一
日
時
点
の
施
設
入
所
者
数
か
ら
一
割
以
上
削

減
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

な
お
、
施
設
入
所
者
数
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
に
施
設
へ
入
所
す
る
者
の
数
は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
等
で
の

対
応
が
困
難
な
者
等
、
施
設
入
所
が
真
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
者
の
数
を
踏
ま
え
て
設
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
整
備
法
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
に
規
定
す
る
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
（
以
下
「
旧
指
定
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い
た
者
（

十
八
歳
以
上
の
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の

指
定
を
受
け
た
当
該
旧
指
定
施
設
等
に
引
き
続
き
入
所
し
て
い
る
も
の
（
以
下
「
継
続
入
所
者
」
と
い
う
。
）
の

数
を
除
い
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。
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二

入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

精
神
科
病
院
か
ら
の
退
院
及
び
地
域
移
行
を
促
進
し
、
社
会
的
入
院
の
解
消
を
更
に
進
め
て
い
く
た
め
、
都
道

府
県
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
退
院
に
関
す
る
目
標
値
と

し
て
、
一
年
未
満
入
院
者
（
入
院
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
平
均
退
院
率
（
あ
る

月
か
ら
連
続
し
た
十
二
月
の
各
月
ご
と
に
、
当
該
あ
る
月
に
入
院
し
た
者
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
月
ま
で
に
退

院
し
た
者
の
総
数
を
当
該
あ
る
月
に
入
院
し
た
者
の
数
で
除
し
た
数
を
算
出
し
、
そ
の
合
計
を
十
二
で
除
し
た
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
目
標
値
及
び
高
齢
長
期
退
院
者
数
（
退
院
し
た
者
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
で
あ

っ
て
五
年
以
上
入
院
し
て
い
た
者
の
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
目
標
値
を
設
定
す
る
。

目
標
値
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
一
年
未
満
入
院
者
の
平
均
退
院
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け

る
一
年
未
満
入
院
者
の
平
均
退
院
率
を
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
の
調
査
時
点
か
ら
七
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
分
増
加

さ
せ
る
こ
と
を
指
標
と
す
る
。
ま
た
、
高
齢
長
期
退
院
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
高
齢
長

期
退
院
者
数
を
直
近
の
数
か
ら
二
割
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
指
標
と
す
る
。

ま
た
こ
れ
と
併
せ
、
医
療
計
画
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規

定
す
る
医
療
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
基
準
病
床
数
の
見
直
し
を
進
め
る
。

三

福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
等

福
祉
施
設
の
利
用
者
の
う
ち
、
就
労
移
行
支
援
事
業
等
を
通
じ
て
、
平
成
二
十
六
年
度
中
に
一
般
就
労
に
移
行
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す
る
者
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
。
目
標
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
十
七
年
度
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
実
績

の
四
倍
以
上
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
福
祉
施
設
に
お
け
る
就
労
支
援
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
平
成

二
十
六
年
度
末
に
お
け
る
福
祉
施
設
の
利
用
者
の
う
ち
二
割
以
上
の
者
が
就
労
移
行
支
援
事
業
を
利
用
す
る
と
と

も
に
、
平
成
二
十
六
年
度
末
に
お
け
る
就
労
継
続
支
援
事
業
の
利
用
者
の
う
ち
三
割
以
上
の
者
が
就
労
継
続
支
援

（
Ａ
型
）
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
な
お
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
継
続
入
所
者
の
数
を
除
い
て
設

定
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
障
害
保
健
福
祉
担
当
部
局
は
、
都
道
府
県

の
労
働
担
当
部
局
、
教
育
委
員
会
等
の
教
育
担
当
部
局
、
都
道
府
県
労
働
局
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
都
道
府
県
ご
と
に
、
就
労
支
援
の
関
係
者
か
ら
な
る
障
害
者
雇
用
支
援
合
同
会
議
を
設
け
、
障
害
福

祉
計
画
の
数
値
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
の
推
進
等
、
統
一
的
に
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
将
来
的
に
は
、
各
都
道
府
県
が
定
め
る
障
害
保
健
福
祉
圏
域
（
以
下
「
圏
域
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
同

様
の
取
組
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
就
労
支
援
に
つ
い
て
、
障
害
保
健
福
祉
施
策
と
労
働
施
策
の
双
方
か
ら
重
層
的
に

取
り
組
む
た
め
、
都
道
府
県
の
障
害
保
健
福
祉
担
当
部
局
は
、
都
道
府
県
の
労
働
担
当
部
局
及
び
都
道
府
県
労
働

局
と
連
携
し
て
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
の
数
値
目
標
を
設
定
し
て
取
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り
組
む
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

な
お
、
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
等
の
み
な
ら
ず
、
離
職
者
や
特
別
支
援
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
就

職
の
支
援
、
障
害
者
に
対
し
て
一
般
就
労
や
雇
用
支
援
策
に
関
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と
等
、
障
害
者
雇
用

全
体
に
つ
い
て
の
取
組
を
併
せ
て
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

さ
ら
に
、
都
道
府
県
が
工
賃
の
向
上
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
た
場
合
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
目
標
工
賃
等

の
概
要
に
つ
い
て
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
上
に
記
載
し
、
周
知
を
図
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

加
え
て
、
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
五
十
号
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進

を
図
る
た
め
の
方
針
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
障
害
福
祉
計
画
に
お
い
て
は
、
当
該
方
針
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
官
公
需
に
係
る
障
害
者
就
労
施
設
等
の
受
注
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
記
載
し
、
取
組
を
進
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

別
表
第
二
二
の
項
中
「
平
成
二
十
六
年
度
の
数
値
目
標
の
設
定
」
を
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域

生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
地
域
生
活
支
援
事
業
の
」
の
下
に
「

種
類
ご
と
の
」
を
加
え
、
別
表
第
二
中
六
の
項
を
七
の
項
と
し
、
五
の
項
を
六
の
項
と
し
、
四
の
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

五

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
相
談
支

市
町
村
の
障
害
保
健
福
祉
部
局
と
医
療
機
関
、
教
育
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援
又
は
指
定
計
画
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援

機
関
等
関
係
機
関
と
の
連
携
方
法
等
を
定
め
る
こ
と
。

事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教

育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の

他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

別
表
第
四
二
の
項
及
び
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

区
域
の
設
定

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
相
談
支
援
又

は
指
定
計
画
相
談
支
援
の
種
類
ご
と
の
量
の
見
込
み
を

定
め
る
単
位
と
な
る
区
域
を
定
め
た
場
合
に
、
そ
の
趣

旨
、
内
容
等
を
定
め
る
こ
と
。

三

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生

障
害
者
に
つ
い
て
、
施
設
入
所
者
及
び
入
院
中
の
精

活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標

神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
、
福
祉
施
設
の
利
用

者
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
等
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
基

本
指
針
に
即
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
平
成
二

十
六
年
度
に
お
け
る
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
。

特
に
福
祉
施
設
の
利
用
者
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
等
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の
数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
労
働
担
当
部
局
、
教

育
委
員
会
等
の
教
育
担
当
部
局
、
都
道
府
県
労
働
局
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
障
害
者
雇
用
の
推
進
に
関
す
る
数
値
目
標
を
設
定
し

て
、
実
現
に
向
け
た
取
組
を
定
め
る
こ
と
。

①

公
共
職
業
安
定
所
経
由
に
よ
る
福
祉
施
設
の
利
用

者
の
就
職
件
数

②

障
害
者
の
態
様
に
応
じ
た
多
様
な
委
託
訓
練
事
業

の
受
講
者
数

③

障
害
者
試
行
雇
用
事
業
の
開
始
者
数

④

職
場
適
応
援
助
者
に
よ
る
支
援
の
対
象
者

⑤

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援

対
象
者
数
等

別
表
第
四
七
の
項
及
び
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
種
類
ご
と

都
道
府
県
が
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い

の
実
施
に
関
す
る
事
項

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
次
の
事
項
を
定
め
る
こ



一
四
頁

と
。

①

実
施
す
る
事
業
の
内
容

②

各
年
度
に
お
け
る
事
業
の
種
類
ご
と
の
実
施
に
関

す
る
考
え
方
及
び
量
の
見
込
み

③

各
事
業
の
見
込
量
の
確
保
の
た
め
の
方
策

④

そ
の
他
実
施
に
必
要
な
事
項

八

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
従
事
す
る
者
の

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
従
事
す
る
者
及
び
相

確
保
又
は
資
質
の
向
上
の
た
め
に
講
ず
る
措
置

談
支
援
専
門
員
等
の
確
保
又
は
資
質
の
向
上
の
た
め
に

実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
中
十
の
項
を
十
一
の
項
と
し
、
九
の
項
を
十
の
項
と
し
、
八
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

九

区
域
ご
と
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
指

都
道
府
県
の
障
害
保
健
福
祉
部
局
と
医
療
機
関
、
教

定
地
域
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提

育
機
関
等
関
係
機
関
と
の
連
携
方
法
等
を
定
め
る
こ

供
体
制
の
確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、

と
。

公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係

機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項


